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1 De Geer, H. Från Svenska Modellen till Svenskt Näringsliv: Om SAF och den svenska arbetsmarknadens 
organisering under 1990-talet, RATIO. 2007. 
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2 ここでスウェーデン・モデルとは、SAF と LO 間の中央労使交渉をベースとして、産業別交渉および事
業所レベルでの交渉が順次行われる、スウェーデン独自の労使交渉モデルを指す。 
3 本書 p.11. 以下では特に断りのない場合をのぞき、ページが記された「」内の文章は本書からの引用で
ある。また「」内の“”は引用文中の引用、[ ]は筆者による用語補足である。 
4 主な著作は次の通り。De Geer, H. SAF i Förhandlingar: Svenska Arbetsgivareföreningen och dess 
förhandlingsrelationer till LO och tjänstemannaorganisationerna 1930-1970. Stockholm:SAF 1986; 
I Vänstervind och Högervåg: SAF under 1970-talet. Stocholm: Allmänna förlaget/Publica 1989; 
Arbetsgiverna: SAF i tio decennier. Stockholm: SAF 1992; The Rise and Fall of the Swedish Model. 













3 新たな任務を持った SAF 
4 政治的な収穫時期 1991-1994年 
5 交渉形態の模索 1993年と 1995年の協約活動 
6 恐竜を倒す困難 
7 新たな出発 1996-1998年 
8 新たなスウェーデン・モデルに向けて 





2 1990年代前半の SAFの政策プログラム 
 
 SAFの 1990年代前半における主要課題の 1つは、組織役割の変更であった。SAFの執行部














作成された。それは「市場と多様性（Marknad och mångfald、1990年）」、「成長への道（Väg 
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till växt、1994年）」、「経済界共通のアジェンダ（Näringslivets gemensamma agenda、1996
年）」、「起業家的スウェーデン（Företagsamma Sverige、1998年）」である。以下では 1990
年代前半の 2つのプログラムを取り上げよう。 
 「市場と多様性」は 1990年 9月に執行部で採用され、SAFの大会で圧倒的な支持をえた包
括的な政策プログラムである。個人化、分権化、国際化という政治経済環境の変化が議論の出
発点となった。このプログラムは 4 つの分野で具体化され、うち 2 つは SAF の本部が取り扱
い（「自由な企業活動、個人所有と自己責任（Fri företagsamhet、personligt ägande och 
ansvar）」、「機能する労働市場（En väl fungerande arbetsmarknad ）」）、残る 2つは連合あ
るいは企業レベルで扱われた（「市場に適応した賃金形成（Marknadsanpassad lönebildning）」、











 「市場と多様性」プログラムは 1993 年に終了したが、それは結果からみれば非常に成功的
であり、多くの提案が実行されるか少なくとも検討された。その評価は「最終結果（Sagt och 
gjort）」という文書にまとめられた。具体的には、長らく論争の的であった労働者基金は 1994












                                                          
6 この点については 3で述べる。 
ハンス・ド・イェール著『スウェーデン・モデルからスウェーデン企業連盟へ－1990年代の SAFとスウェーデン労働市場の組織化』（RATIO、2007年） 
―   ― 109
作り出す必要があるという認識であった。全 7章から構成されている内容は次の通りであった。
























め SAF内の作業グループは、特に 1992年から 1994年にかけて、冊子や広告の作成、セミナ
ーの開催、「よい賃金形成」などのリーフレットを通して、分権化した賃金形成がどのように機
能するのかを宣伝する活動と、各連合との具体的な協約活動に向けた協議を行っていった。 









摂南経済研究 第 2巻 第 1・2号 (2012) 


































                                                          
7 ただし 1992年に締結されたサービス部門（Almegaと SALF）の協約にみられるように、ローカルな賃
金形成を実現した例はわずかながら見られる（本書 pp.84－85）。 
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4 新組織の設立と SAFの役割に関する議論 
 
 SAF の組織役割を変更するという課題は、別の方面からも再検討を求められることになる。
それは SAF に代わる新組織の設立計画をめぐる議論においてであった。1995 年 4 月 20 日の
SAF 執行部では、SAF と SI の合理化問題が議題となった。それは当初「新組織（den nya 
organisationen、DNO）」と呼ばれ、SI内の作業委員会も、同時に組織合理化の議論を開始し
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6 1990年代後半の SAFの政策プログラムと新組織の設立 
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なく、純粋な組織の合理化が動機となった。今回は SI が先に問題を取り上げ、SAF の執行部
も全体として積極的であった。作業グループが提案したスウェーデン企業連盟の設立案は 2000









































                                                          
9 生産現場へのジャスト・イン・タイム方式などの導入により、雇用者にとってストライキによる損失が
以前よりも甚大となっていることなどがあげられている。本書、p. 92. 
